
令和元年度 第 3 回 静岡県作業療法士会 理事会議事録 

１．開催日時 令和元年 8月 3日 午後 1時 00 分〜5時 25 分 

 

２．開催場所 公益社団法人 静岡県作業療法士会事務局（静岡市葵区昭和町 9-5 第二大石ビル 8F） 

 

３．出席者（順不同） 

   理事総数 15 名 

   出席理事 12 名 

   代表理事 岡庭 隆門（議長） 

   理  事 村岡 健史  大庭 俊裕  藤田 さより  林  正春  秋山 尚也 

  大石 裕也  岡本 博行  伊井 玄    生田 純一  川口 恭子 

   監  事 小笠原 誠  遠藤 浩之  秋山 恭延 

      事 務 局 杉浦 志帆    髙岡 留美  武内 元     

 

４．決議事項 

  第１号議案 令和元年度「障害を理由とする差別解消推進県民会議」参加者について  

  第２号議案 各ワーキングの方向性について 

  第３号議案 「協会員＝士会員」の実現に向けての方策と工程表（案）について  

  第４号議案  推進リーダー及び地域リハビリテーション推進員養成研修の広報について 

  第５号議案 静岡県リハ会（仮称）への対応について 

  第６号議案  袋井市教育委員会からの要望への対応に関して 

第７号議案  その他（各部局からの決議事項） 

 

５．報告事項 

  報告第１号 令和元年度第２回 47 委員会報告 

  報告第２号  令和元年度 静岡県リハビリテーション専門職団体協議会第 1 回定例会報告 

  報告第３号 メディメッセージ 2019 進捗 

  報告第４号 学会進捗（第 19 回東海北陸作業療法学会、第 33 回県士会学会） 

  報告第５号 各部報告（職務執行状況の報告） 

  報告第６号  その他 

 

６．開会 

   事務局が定数を満たしていることを報告し、議長は本会が成立していることを宣言した。 

 

７．議事の経過要領及びその結果（決議事項） 

第１号議案 令和元年度「障害を理由とする差別解消推進県民会議」参加者 ⇒ 伊井理事出席 

第２号議案 各ワーキングの方向性について 

  １）県士会中長期ビジョン 

   ・今年度は課題整理を行う。会員へのアンケートを取り（補正予算）分析 ⇒ 承認 

  ２）ライフワークバランス 

   ・課題整理と次年度からの活動の計画を予定 ⇒ 承認 

  第３号議案 「協会員＝士会員」の実現に向けての方策と工程表（案）について  

     協会よりアンケートが来た(返信期日 10 月末)。大庭事務局長作成後次回理事会にて確認。 

  第４号議案  推進リーダー及び地域リハビリテーション推進員養成研修の広報について 

     地域リハビリテーション推進委員になると県の名簿に登録される。２つの研修会からなりど

ちらも受講すると名簿に登録される仕組み。 

⇒ 広報の方法など林理事と大石理事が主導で進める。 

  第５号議案 静岡県リハ会（仮称）への対応について 

     背景として、静岡県西部リハ会があり、西部だけではなく県全域に広めたいという趣旨。 

     ⇒ 賛同しながら静観し状況を把握する。今回の会議は欠席。  

 

 

 

 



第６号議案  袋井市教育委員会からの要望への対応に関して 

   放課後児童クラブにて児童への対応に苦慮し職員が困惑するというケースが増えている。 

   OT の職能を知り必要に応じて職員への研修会を開催してほしいとの要望がある。 

   ⇒ 対応することで承認。謝金規定や訪問等の予算例は 3 団体協議会の謝金規定（介護予防

研修などで用いる規定）の方が標準的かもしれない（3 団体へは秋山監事確認）。 

第７号議案  その他（各部局からの決議事項） 

     １）岐阜県士会から福祉用具の研修会講師の依頼相談があった。 ⇒ 小笠原紀子氏に打診 

     ２）聖隷クリストファー大学からの後援依頼 

       大学内の地域貢献センターで福祉職に関わる方に研修会を開催している。⇒ 承認 

     ３）各部局 

      ①教育部：臨床実習指導者講習会の非会員の参加費 ⇒ 8,000 円で承認 

      ②福利部：10 月 5日開催のリーダー研修会の内容や募集開始（8月～）について 

⇒ 承認。改めて要綱（内容・参加費等）の詳細をメールにて報告 

      ③広報部：・ホームページ移行に伴う、管理者設定を事務局に変更したい ⇒ 承認 

           ・HP の会員向けページに関して、投稿マニュアル作成中だが各部局の投稿担当

者に方法をレクチャーしたいため補正予算を計上したい ⇒ 承認 

      ④財務部：研修会等の部員以外の交通費支給に関してのルールの統一 

           ・現在：部員限定で所属先から交通費が支給されていないことが条件 

          ・追加検討案：・交通費支給なし条件として参加者（参加費支払っている、 

ポイント付与）に対しては交通費を支給せず。 

・事前に理事会で承認が得られている（適正人員）こと 

                  ・やむを得ない場合は、事後理事会にて報告・承認を得ること 

                  ⇒ 承認。 

      ⑤事務局：・事務局員の昇給について、高岡氏 2019 年 8 月より昇給（時給） ⇒ 承認 

           ・総務部長に武内を推薦 ⇒ 承認 

８．報告事項 

 報告第１号 令和元年度第２回 47 委員会報告 

    １）中村協会長より 

・協会員＝士会員の実現目標はあと 5 年 

     ・2025 年指定規則ガイドライン見直し 

    ２）地域包括ケアシステム 

     ・地域包括ケア推進シート作成し県士会事業計画に反映予定 

    ３）制度対策部 

     ・就労支援に関するアンケート、障害福祉カンファ、通所リハへの生活行為リハ加算のパ

ンフレット作成、地域包括ケアシステムに寄与する精神科作業療法のあり方検討会 

    ４）事務局 

     ・2017 年以降入会者の会員情報更新状況について情報更新を促進してほしい 

  報告第２号  令和元年度 静岡県リハビリテーション専門職団体協議会第 1 回定例会報告 

     １）今年度の事業確認①訪問リハ：研修会・シンポジウム随時開催 

               ②地域ケアシステム：研修会の受講について順序は問わない 

                         手順フローについて整理し広報 

               ③災害対策：研修会の報告、認証資格の検討 

  報告第３号 メディメッセージ 2019 進捗 

     ・開催日：令和元年 9 月 28・29 日 

     ・会 場：ツインメッセ静岡 

     ・企画内容：パネル説明による啓発、作業療法体験（家庭内を想定したブースで片麻痺の疑

似体験など行う） 

     ・集客目標：350 名程度 

     ・戦 略：多団体との足並みを揃えるメリットがある 

     ・スタッフ動員数：配置を 20 対 1 名として 17～18 名を配置予定 

      ⇒ 今後イベント等の開催において各開催地区で協力人員が募れる仕組みも必要 

 

 

 



  報告第４号 学会進捗 

     １）第 19 回東海北陸作業療法学会 

       ・事前参加登録開始（11/1 まで） 

       ・プログラムの報告 

       ・後援依頼が予定より遅くギリギリになってしまった。 

       ・受付に各部局で設けてほしいブースがあれば秋山理事へ依頼（8 月中） 

       ・レセプション：クラウンパレス浜松で 200 名を予定。all 静岡でおもてなしを。 

     ２）第 33 回県士会学会 

       ・会期：令和 2 年 6 月 20 日（土）21 日（日） 

       ・公開講座：講師を木村泰子氏として正式に承諾いただく 

       ・各講演の講師を検討中。 

  報告第５号 各部報告（職務執行状況の報告） 

     １）財務部：・6 月分の突合作業実施（修正なし）。実施後財務部会議開催。 

           ・8 月 17 日会計突合作業と財務部会議開催予定 

     ２）学術部：紙面報告。公文書に記載する役員名については、規約検討委員会で検討。 

           県外、他職種などの公文書とのすみわけも検討してほしい 

     ３）教育部：・現職者研修会（２つ予定）、事例報告会開催（中部地区は 0 事例で中止） 

           ・MTDLP 研修会、書き方講習会を開催 

           ・臨床実習指導者講習会： 

ⅰ）10 月 12・13 日 現在 50 名申し込み 

             ⅱ）準備段階で補正予算を計上する必要あり。内容は承認されているため

それに必要な予算を計上して良い。 

             ⅲ）協議会（8/26）にて世話人の交通費について検討する。当士会の意見

としては、養成校から寄付金のように支出していただき運用。次年度

は 3 回開催予定。事務手続きについては煩雑であり検討が必要。 

     ４）地域事業部：ⅰ）今年度も旧事業部の活動を継続。高校生施設見学、一般作業療法見学、 

協会ポスター配布（今年度は HP で募集）、チャレンジ事業（応募なし） 

             ⅱ）地域リハビリテーション推進委員に関する資料を 8月会報誌にて案内。 

               県からの要請により三士会協議会が委託を受け養成する静岡独自の

認定システム。市町等が実施する介護予防事業への協力、市町や地域

包括支援センターを中心とした多職種の連携づくりを担う。 

               2019 年度までに OT100 名の登録目標（現在 35 名） 

             ⅲ）地域 OT ネットワークづくり（圏域や市町の分野における情報交換、

相談対応、地域ケア会議や介護予防事業支援などが目的） 

             ⇒ 高校生施設見学やポスター、チャレンジ事業など対象に対しての広報

戦略をどう行ったか。重要な事業だけにブラッシュアップも必要。 

     ５）地区：ⅰ）中部地区：・（株）トーカイの社内研修への OT を推薦 

                 ・タウンミーティング：8/17（土）開催 

                 ・地域ケア会議へのリーダー派遣状況の報告 

                 ・地区メール：個人アドレスに行っており、未送信が多い。 

                        今後補正予算も検討しメール網を作成したい。 

                  ⇒ 各地区の現状と課題整理 

                 ・市町代表者研修参加者は地域リハ推進委員名簿に登録されるか。 

                  ⇒ 登録されない。 

                 ・保険外リハの OT 団体としての捉え方について問合せあり。 

          ⅱ）東部地区：地区メール網、タウンミーティング報告 

          ⅲ）西部地区：特になし。 

     ６）調査部：・部内会議実施（今年度事業確認） 

           ・第 19 回東海北陸作業療法学会アンケート作成中 

           ・生活行為工夫情報モデル事業：事例集をまとめた 

     ７）制度対策部：紙面報告 

 

 

 



     ８）災害対策委員会：・OT 協会災害シミュレーション：9/25 11:00～配信 

               ・第 8 回静岡災害リハビリテーション研修会：12/7（静岡市） 

               ・静岡災害リハ実務者研修会：2020 年 2 月 8 日 

               ・JIMTEF 研修会への参加 

               ・JRAT 関連の報告 

９）事務局：会費納入率 88％ 

      事務局の夏季休暇：8 月 13～16 日 

           部員名簿を作成してほしい（フォーマットに各部局で入力してほしい） 

10）渉外部：タウンミーティングや協議会、会議等に出席 

  報告第６号  その他 

     １）介護ロボット協議会：8月 17 日 事務局にて開催 

 

９．第 4回理事会：10 月 5日 12 時～ 

  ※次年度新規事業や見直すような事業がある部局は 10 月の理事会にて keyword を挙げてほしい。 

令和元年度理事会開催予定日および開催日 

 開催日・候補日 備 考 主な行事 

第 1回 4 月 21 日（日） 新人ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時  

第 2 回 6 月 22 日 拡大理事会（新旧役員） 6／15 総会 

第 3回 8 月 3 日 納涼会  

第 4回 10 月 5 日   

第 5 回 12 月 7 日、14 日、21 日 拡大理事会、忘年会  

第 6回 2 月 8 日、15 日、22 日、29日  1～2 日（47 委員会） 

臨時理事会 3 月 20 日、21 日、22 日 年度末の会計〆  

 

１０．議長は以上をもって議事は終了した旨を述べ、午後 5 時 25 分、閉会を宣言した。 

   以上の決議を証するために、この議事録を作成し、議事録署名人が署名・押印をする。 

 

                             議事録作成者 武内 元 

 


